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A修復欠損のグループ (2) 有糸分裂期の組換えは正常でDNA修復が欠損のグループ (3) 有糸分裂期
は組換えも DNA修復も正常であるグループの 3 グループに分類された。
(1)はすでに知られている RAD50グループと同一であったが (2)および(3)は全く新しいものであった。
これらの変異の詳細は遺伝学的解析から，それぞれの変異は皆単一遺伝子の変異によること，また遺伝
子内相補を示すグループがあることが明らかにされた。この研究は今まで全く未開拓であった分野の遺
伝学的背景を明らかにしたもので，分子遺伝学的研究が容易に行なえる確固たる基礎を作った。理学博
士の学位論文として十分価値のあるものと認める。
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